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令和８年度 農福連携技術支援者育成研修の受講者を募集 

 

県では、農業分野での障がい者の社会参画を実現する取組として「農福連携」を推進して

います。 

このたび、農福連携の実践手法をアドバイスする「農福連携技術支援者」を育成するため、

研修を開催しますので、受講者を募集します。なお、本研修は国の基準プログラムに準拠し

ており、修了者は「農福連携技術支援者」に認定されます。 

 

記 

 

１ 研修概要  農業や障がい福祉の講義動画を視聴する「座学研修」と、農作業の細分化や

障がい者への作業割当て等を学ぶ「実地研修＋グループワーク」を実施 

※日程、内容、場所等は別紙のとおり 

 

２ 対 象 者  農福連携の支援に関わっている方、またはこれから関わろうとする方 

     （農業者、障がい福祉事業所職員、ＪＡ職員、自治体職員等） 

 

３ 定  員  ２０名程度 

         ※応募者多数の場合は選考の上、受講者を決定します。 

なお、県内在住・在勤者を優先して選考します。 

 

４ 受 講 料  無料 

 

５ 申込方法  令和８年８月５日（水）までに、以下のＵＲＬ、または右の

二次元コードのサイトに掲載されている申込フォームから

お申込みください。 

         ＵＲＬ：https://www.pref.gifu.lg.jp/page/505485.html 

 

 

令和８年７月８日（水） 岐阜県発表資料 

担 当 課 担 当 係 担 当 者 電 話 番 号 

農業経営課 経営強化係 原 

内線 4086 

直通 058-272-8433 

FAX 058-278-2686 

 

【農福連携技術支援者】 

・農福連携を現場で実践する手法を具体的にアドバイスする専門人材 

・育成研修の全ての内容を受講し、修了試験において必要な知識と技能を身につけたと

認められた方に、農林水産省が認定証を発行（ただし、国家資格ではない） 

・認定後は、農福連携に取り組む農業者や障がい福祉事業所へ派遣し、実践を支援 

https://www.pref.gifu.lg.jp/page/505485.html


別紙 

 ①座学研修（ｅ－ラーニング） 

配信期間 内 容 備 考 

8/19（水） 

～ 

9/16（水） 

①農福連携概論 

②社会福祉と障害者福祉 

③障害者雇用と障害福祉サービスの仕組み、

関係機関の役割 

④障害福祉サービス事業の運営の実務 

⑤障害特性と職業的課題の基礎 

⑥農業と農村社会 

⑦農作業の一般的な特徴 

⑧農業経営の仕組み 

⑨農作業の流れ 

⑩農業者による農福連携の経営実務 

⑪農作業における作業細分化・難易度評価・

作業割当ての技法 

※①～⑩が各１時間３０分、⑪のみ３時間 

・受講者には受講者専用サイト

のＵＲＬを送付 

・期間中、ネットワーク環境が

ある場所にて各自で受講 

・受講後、配信期間内に確認テ

ストを実施 

 

 ②実地研修＋グループワーク（３日間） 

日 時 内 容 場 所 講 師 

9/28 

（月） 

9:30～ 

17:00 

開講式 

岐阜県農業

大学校 

（可児市） 

― 

障害特性に対応した農作業支援技法 

グループワーク 
一般社団法人 

ノーマポート 

髙
たか

草
くさ

 雄士
か ず と

 氏 

農作業における作業細分化・難易度評価・

作業割当ての技法 

実習①畝立て作業 

9/29 

（火） 

9:00～ 

17:00 

農作業における作業細分化・難易度評価・

作業割当ての技法 

実習②播種作業 
岐阜県農業

大学校 

（可児市） 

一般社団法人 

ノーマポート 

髙草 雄士 氏 
農作業における作業細分化・難易度評価・

作業割当ての技法 

実習③収穫作業 

10/14 

（水） 

10:00～ 

16:20 

農福連携技術支援者の役割と実践事例 

 座学 
JA ぎふ真正

支店 

（本巣市） 

株式会社 

ＪＡぎふはっぴ

ぃまるけ 

髙
たか

橋
はし

 玲司
れ い じ

 氏 

障害福祉サービス事業の運営の実務 

座学 株式会社 

ウェル・ファー

ム 

服部
はっとり

 努
つとむ

 氏 

障害福祉サービス事業の運営の実務 

事業所見学 

株式会社 

ウェル・ファ

ーム 

（本巣市） 

修了試験 JA ぎふ真正

支店 

（本巣市） 

― 
閉講式 

 


